
- 1 -

国土交通省東北運輸局・東北地方整備局では、高齢者、障害のある方の社会参加を積

極的に後押ししながら、みんなが行動しやすい環境づくりを目指しております。

平成３０年８月２８日、楽天生命パーク宮城において、「心のバリアフリー」の育成、

促進を目的としたバリアフリー教室を以下のとおり開催いたしました。

この教室は楽天生命パーク宮城様が、「平成２１年度国土交通省バリアフリー化推進功

労者大臣表彰」を受賞されたことを契機に、東北運輸局・東北地方整備局の企画にご賛

同いただき、平成２４年から付近の小学生を中心に参加し、毎年実施しており今年で７

回目となります。

午前は、仙台市立原町小学校４年生７９名が ①車いす利用者からの講話 ②高齢者の

擬似体験・同介助体験 ③車いすの擬似体験・同介助体験を行いました。

また午後には、東北工業大学の学生、東北運輸局の若手職員らが ①高齢者の擬似体

験・同介助体験 ②車いすの擬似体験・同介助体験 ③施設見学を行いました。

参加者には、この体験を通じてバリアフリーについての理解を深め、困っている人を

見かけたら気軽に声がけでき、互いに助け合う心（心のバリアフリー）の大切さを学び

ました。

＜実施概要＞

【日時】平成３０年８月２８日（火）９：３０～１５：３０

【場所】楽天生命パーク宮城 正面入口

（楽天生命パーク宮城様は平成２１年度国土交通省バリアフリー化推進功労者大臣表彰

を受賞しております）

【参加者】

仙台市立原町小学校４年生、東北工業大学大学生、東北運輸局若手職員

【協力】

社会福祉法人仙台市社会福祉協議会宮城野区事務所

株式会社楽天野球団

NPO法人仙台バリアフリーツアーセンター
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国土交通省東北運輸局では、高齢者、障害のある方の社会参加を積極的に後押ししな

がら、みんなが行動しやすい環境づくりを目指しております。

平成３０年９月１３日、東北運輸局山形運輸支局が山形ビックウィングを会場に「心

のバリアフリー」の育成、促進を目的としたバリアフリ－教室を開催いたしました。

教室の開催にあたり一般社団法人日本自動車販売協会連合会山形県支部、一般社団法

人山形県ハイヤー協会、山形県ハイヤー・タクシー協会、社会福祉法人山形市社会福祉

協議会など、たくさんの方々にご協力いただきました。

参加者からは「今回の車椅子の操作の体験をこれからの業務に活かしていきたいと思

いました。」、「高齢者体験をしてみて、目と耳の不自由さは予想以上でした。不自由な

お客様を思いやるためのとても貴重な体験になりました。」などの感想をいただきました。

今後も当局ではバリアフリー教室などの取り組みを通じて、心のバリアフリーを積極

的に推し進めていきたいと思っております。

＜実施概要＞

【日時】平成３０年９月２０日（木）１３：３０～１６：００

【場所】山形ビックウィング（山形国際交流プラザ）第 1集会展示場
【参加者】

県内タクシー事業者、自動車販売会社、社会福祉協議会 ほか

【体験内容】

ユニバーサルデザインタクシー車両等を使った体験学習

①車いす利用者の擬似・介助体験

②高齢者の擬似・介助体験

【共催】

一般社団法人日本自動車販売協会連合会山形県支部、一般社団法人山形県ハイヤー協会、

山形県ハイヤー・タクシー協会、社会福祉法人山形市社会福祉協議会

障害者差別解消法「差別的取扱いの禁止」と「合理的配慮の提供」にご理解を

バリアフリーニュース 第 11号 平成 31年 03月 31日 東北運輸局 交通政策部 消費者行政・情報課発行



- 3 -

東北運輸局は「東北バリアフリー観光会議」を平成３１年１月２５日に開催いたしま

した。

国内における超高齢社会及び２０２０東京オリンピック・パラリンピック開催を控え、

多方面にわたるバリアフリー対応が求められております。平成３０年５月には、改正バ

リアフリー法が公布され、「共生社会の実現」、「社会的障壁の除去」がさらに明らかに

されたところです。

誰もが障壁を感じず、安心・安全に観光を楽しむことができるよう、より一層ハード、

ソフト両面からバリアフリーに関する取組を積極的に推進していく必要があります。

「東北バリアフリー観光会議」では関係者が一堂に会してバリアフリー観光誘客への

取組の現況の報告及び意見・情報の交換を行いました。また今回は温泉エッセイストの

山崎まゆみ氏を講師としてお招きし「明日から実践、みんなが行きたいハートフル旅館」

という題目で旅館のバリアフリー化の取組についてご講話いただきました。

意見交換においては「ホテル・旅館従業員の接遇力向上のために各県が実施している

研修についての紹介」、「新幹線の車いす用座席整備の必要性について」などあつい議論

が交わされました。

今後も東北運輸局ではバリアフリー観光について本会に参加いただいた皆様と意見交

換を継続し、東北地方におけるより効果的な障害の有無にとらわれない誘客対応とは何

かを探っていきたいと思います。

＜実施概要＞

【日時】

平成３１年１月２５日（金）１３：３０～１６：００

【場所】

仙台第４合同庁舎２階共用会議室（仙台市宮城野区鉄砲町１番地）

【出席】

山崎まゆみ氏（温泉エッセイスト）
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東北各県バリアフリー観光関係者

東北運輸局バリアフリーリーダー

東北各県観光担当職員

交通・宿泊業界関係者
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平成３０年度開催状況一覧

http://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/kk/30kaisai.pdf
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このニュースは、バリアフリー関係の話題を中心にお届けしています。お問い合わせがござい

ましたら、下記までご連絡お願いいたします。

東北運輸局
交通政策部消費者行政・情報課

〒983- 8537
仙台市宮城野区鉄砲部町１番地
TEL:022-791-7513 FAX:022-791-7539


